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１．生活環境に関する住民アンケート結果 

今後も「住みたい」「住み続けたい」と思える村づくりを行う観点から、村の魅力や課題、必

要な取組み、将来の定住意向などを把握し、将来に向けた効果的な施策の立案に資することを

目的に、全世帯を対象にアンケート調査を実施した。 

 

（１）調査概要 

配布数：7,338 通 

回収数：1,351 通（有効回収率 18.4％） 

調査方法：自治会を通じた配布・回収、及び、郵送による配布・回収 

調査期間：平成 27 年 11 月 5 日～15 日 

 

（２）回答者の特徴（問１①～⑨） 

１）地区別の回収率 

村全体の有効回収率は 18.4％であった。居住地域別では、半数の地区で 20.0％を上回った。

最も高い有効回収率は、和宇慶の 30.0％、最も低い有効回収率は、添石の 12.6％となっている。 

 

 

２）居住地区は南上原が３割を占める 

回答者の居住地区は、「南上原」の割合が 3 割を占めている。居住地区の割合をみると、村人

口に対する各地区の人口比と概ね一致しており、大きな偏りはみられない。 

 
  

配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率
1 伊集 288 53 18.4% 12 伊舎堂 239 55 23.0%
2 和宇慶 250 75 30.0% 13 泊 167 38 22.8%
3 南浜 78 15 19.2% 14 久場 530 101 19.1%
4 北浜 190 33 17.4% 15 登又 287 58 20.2%
5 津覇 426 71 16.7% 16 新垣 150 29 19.3%
6 奥間 297 66 22.2% 17 北上原 290 68 23.4%
7 浜 165 30 18.2% 18 南上原 2,792 428 15.3%
8 安里 147 30 20.4% 19 サンヒルズタウン 166 41 24.7%
9 当間 323 51 15.8% 20 県営中城団地 90 20 22.2%
10 屋宜 274 43 15.7% 21 県営第２中城団地 54 12 22.2%
11 添石 135 17 12.6% 無回答 17

7,338 1,351 18.4%

地区

全体

地区

回収数 割合

村人口に
対する

地区人口
割合

回収数 割合

村人口に
対する

地区人口
割合

1 伊集 53 3.9% 4.0% 12 伊舎堂 55 4.1% 3.6%
2 和宇慶 75 5.6% 4.0% 13 泊 38 2.8% 2.5%
3 南浜 15 1.1% 1.1% 14 久場 101 7.5% 7.8%
4 北浜 33 2.4% 2.5% 15 登又 58 4.3% 3.9%
5 津覇 71 5.3% 6.0% 16 新垣 29 2.1% 2.6%
6 奥間 66 4.9% 4.3% 17 北上原 68 5.0% 4.5%
7 浜 30 2.2% 2.3% 18 南上原 428 31.7% 33.1%
8 安里 30 2.2% 2.2% 19 サンヒルズタウン 41 3.0% 2.5%
9 当間 51 3.8% 4.4% 20 県営中城団地 20 1.5% 1.5%
10 屋宜 43 3.2% 3.9% 21 県営第２中城団地 12 0.9% 0.8%
11 添石 17 1.3% 2.5% 無回答 17 1.3%

1,351 100.0%

地区

全体

地区

資料３
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３）男女比６：４ 

回答者の性別は、「男性」が 60.3％、「女性」が 38.6％となっている。 

 

４）年齢層は 40～60 代が過半数を占める 

回答者の年齢は、「60 代」の割合が 22.5％と最も高く、次いで「40 代」が 18.0％、「50 代」

が 17.0％となっている。 

 

3 地区別では、南上原において「30 代」「40 代」の割合が半数を占め、他の 2 地区に比べて

高くなっている。上地区・下地区では、回答者の年齢構成に大きな差異は見られない。両地区

とも、南上原に比べて「50 代」以上の割合が高くなっており、回答者の７割以上を占めている。 

 

５）家族構成は「夫婦と子」が４割を占める 

家族構成は、「夫婦と子」の割合が 43.8％と最

も高く、次いで「夫婦のみ」が 18.2％となって

いる。 

 

  

14.1% 18.0% 17.0% 22.5% 13.5% 5.2% 4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 無回答

4.4%全体

11%

8%

7%

29%

15%

16%

21%

18%

11%

28%

28%

13%

17%

19%

5%

6%

9%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下地区

上地区

南上原

20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代 無回答

24%

18.2%

43.8%

1.5%

6.7%

7.2%

3.6%

11.6%

5.6% 1.9%

家族構成

1夫婦のみ

2夫婦と子

3夫婦のみと親

4夫婦と子と親（3世代）

5あなたと子

6あなたと親

7一人暮らし

8その他

無回答
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６）同居の子どもがいる世帯は６割 

回答者のうち、子どもがいる世帯は６割を占め、子どもの人数をみると、「1 人」が 44.8％と

最も高く、次いで「2 人」が 33.2％、「3 人」が 14.8％となっている。 

同居の子どもの就学状況は、「すでに学校を卒業している」子どもが 338 人と最も多く、次い

で「小学生」が 225 人、「未就学」が 211 人と続いている。中学生、高校生、大学生はそれぞれ

80～120 人となっている。 

 

７）職業は「会社員」が約３割 

回答者の職業は、「会社員」の割合が 27.6％と

最も高く、次いで「無職・定年退職」が 23.3％

となっている。 

 

 

 

 

 

８）居住期間は「20 年以上」が約半数 

回答者の居住期間は、「20 年以上」の割合が

48.1％と最も高く、次いで、「10～20年」が18.3％、

「5～10 年」が 12.7％と続いている。 

3 地区別では、下地区において、中城村で生ま

れ、現在も住んでいる回答者が半数を占めてお

り、上地区・南上原に比べて高くなっている。

南上原においては、「他の市町村で生まれたが中

城村に住んでいる」回答者の割合が高くなって

おり、8 割以上を占めている。 

 

 
  

24.3%

14.9%

4.4%

28.9%

26.7%

7.9%

43.4%

55.4%

86.0%

3.4%

3.1%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下地区

上地区

南上原

生まれてからずっと中城村に住んでいる

中城村で生まれたが一年以上離れていたことがある

他の市町村で生まれたが中城村に住んでいる

無回答

27.6%

9.3%

2.5%
7.8%

4.2%

8.5%

8.4%

23.3%

1.1%
5.3%

1.9%
職業

1会社員

2公務員

3農林水産業

4自営業主・家族従業員

5派遣・嘱託・契約社員

6パート・アルバイト

7家事従事

8無職・定年退職

9学生

10その他

無回答

5.0%

8.1%

6.9%

12.7%

18.3%

48.1%

1.0%

居住期間

1 1年未満

2 1年～3年未満

3 3年～5年未満

4 5年～10年未満

5 10年～20年未満

6 20年以上

無回答
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（３）現在の住まいと身のまわりの生活環境について（問２～９） 

１）居住形態は、上地区・下地区では「持ち家」が 7 割以上、南上原では「賃貸」が半数 

回答者の居住形態を 3 地区別にみると、上地区・下地区では「回答者の持ち家（戸建て）」の

割合がそれぞれ 78.6％、73.9％と大半を占めている。南上原では、「回答者の持ち家（戸建て）」

の割合は 39.5％にとどまる一方、「賃貸マンション・アパート」の割合が 53.0％を占め、他の 2

地区に比べて高くなっている。 

 

 

２）現在の居住形態と住み替えの意向 

全体の 37.2％が「住み替える必要はない」と回答し、残り 62.8％が住み替えの意向を示した。

住み替えの意向を持つ回答者では、「新築戸建て」を希望する割合が 63.0％と最も高く、次いで

「賃貸マンション・アパート」が 13.3％と続いている。 

居住形態別に住み替えの意向を見ると、居住形態で「親の家」と答えた回答者は全体の 5.3％

（71 人）であるが、そのうち半数が「新築戸建て」への住み替えを希望しており、他の居住形

態に比べて高くなっている。「新築戸建て」への住み替え希望については、現在「賃貸マンショ

ン・アパート」・「借家」に住む回答者がこれに続いている。現在「賃貸マンション・アパート」

に住む回答者については、住み替えにおいても「賃貸マンション・アパート」を希望する割合

が他の居住形態に比べて高くなっている。 

 
  

73.9%

78.6%

39.5% 3.7%

7.5%

6.6%

1.2%

3.8%

0.5%

3.2%

2.6%

1.2%

7.5%

9.2%

53.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下地区

上地区

南上原

持ち家 分譲マンション 親の家

公営賃貸住宅 借家 賃貸マンション・アパート

社宅・寮 その他 無回答

34.6%

32%

52.1%

34.5%

42.4%

43.1%

2.9%

4.2%

6.9%

12.1%

8.7%

2.7%

15.8%

5.6%

6.9%

5.0%

1.2%

1.4%

13.8%

6.1%

4.0%

6.1%

3.0%

1.9%

10.5%

9.9%

9.1%

25.1%

49.6%

42.1%

23.9%

27.6%

21.2%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家

分譲マンション

親の家

公営賃貸住宅

借家

賃貸マンション・アパート

新築戸建て（持ち家） 中古戸建て（持ち家） 分譲マンション 公営賃貸住宅

借家（戸建て） 賃貸マンション・アパート 社宅・寮 住み替える必要はない
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43.1%

32.4%

14.4%

5.8%
2.4%

1.9%

住みやすさ

1 住みやすい

2 どちらかといえば住みやすい

3 どちらともいえない

4 どちらかといえば住みにくい

5 住みにくい

無回答

３）住みやすさは地区でやや異なる 

村の住みやすさは、「住みやすい」（43.1％）「ど

ちらかといえば住みやすい」（32.4％）を合わせ

ると、7 割以上が住みやすいと回答している。 

3 地区別では、南上原において「住みやすい」

（49.1％）と「どちらかといえば住みやすい」

（39.7％）の合計が 9 割近くを占め、上地区・下

地区に比べて高くなっている。 

 

 

個々の生活環境に対しては、「自然環境」に対する評価が高く、回答者の 4 割が「良い」と回

答している。反対に、「雇用の機会」に対しては 4 割が「悪い」と回答している。 

 

  

41.5%

37.8%

49.1%

28.5%

32.1%

39.7%

18.5%

16.3%

7.2%

6.3%

9.2%

3.3%

3.4%

3.6%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下地区

上地区

南上原

住みやすい どちらかといえば住みやすい どちらともいえない

どちらかといえば住みにくい 住みにくい 無回答

21.2%

17.5%

28.7%

11.4%

21.5%

24.3%

41.5%

23.1%

32.5%

19.3%

10.4%

3.1%

16.6%

38.0%

48.4%

52.5%

68.0%

60.0%

58.4%

45.6%

59.7%

35.4%

44.0%

65.1%

45.8%

60.4%

37.2%

29.9%

14.2%

14.2%

11.9%

12.4%

8.3%

12.5%

27.9%

30.1%

18.5%

41.6%

18.4%

3.6%

4.3%

4.5%

6.4%

6.6%

4.9%

4.6%

4.8%

4.1%

6.5%

6.1%

9.5%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 交通の便

2 道路事情

3 医療事情

4 福祉環境

5 教育環境

6 住宅事情

7 自然環境

8 衛生環境

9 買物の利便性

10 子どもの遊び場

11 防災への取組み

12 雇用の機会

13 地域住民の連帯感

生活環境に対する評価

1 良い 2 普通 3 悪い 無回答
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11.7%

8.4%

26.2%

8.1%

3.1%

8.5%

17.8%

16.1%

以前の居住地

1 那覇市

2 浦添市

3 宜野湾市

4 沖縄市

5 北中城村

6 西原町

7 沖縄県内の他の市町村

8 沖縄県外

４）転入前の居住地は、宜野湾市が 4 分の 1 を占める 

「中城村で生まれたが一年以上離れていたこと

がある」（21.7％）「他の市町村で生まれたが中城

村に住んでいる」（58.2％）と回答した人の、転入

前の居住地を見ると、6 割強が近隣市町村となって

いる。近隣市町村のなかでは、宜野湾市の割合が

26.2％と最も高く、次いで那覇市が 11.7％、浦添

市、沖縄市、西原町がそれぞれ 8％程度となってい

る。 

 

５）転入理由は 3 地区で異なる 

転入理由を地区別に見ると、南上原では、「通勤・通学のため」（42.5％）が最も高くなって

いる。また、他の 2 地区に比べて「琉球大学周辺の環境」（21.4％）の割合が高くなっている。 

上地区では、「住宅購入のため」の割合が 43.8％（70 人）と、他の 2 地区に比べて高くなっ

ている。下地区同様、「親との同居・近居のため」（25.0％）を理由とする回答者も多い。 

下地区では、「親との同居・近居のため」（32.4％）が最も高く、次いで「住宅購入のため」（30.4％）

となっている。 

 

 

  

17.0%

28.7%

6.0%

32.4%

2.5%

3.7%

4.5%

10.5%

18.7%

9.2%

6.2%

30.4%

10.1%

7.4%

12.5%

18.1%

4.4%

25.0%

3.8%

4.4%

7.5%

8.8%

25.0%

15.6%

1.3%

43.8%

7.5%

10.0%

42.5%

22.6%

13.7%

14.7%

21.4%

1.5%

1.2%

1.5%

23.9%

5.5%

10.0%

24.6%

20.1%

4.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

1 自分や家族の通勤・通学のため

2 結婚・出産など家族関係の変化のため

3 子どもの教育環境のため

4 親との同居・近居のため

5 医療・福祉・介護サービスが充実していると思ったから

6 スポーツ・レクリエーション機能が充実していると思ったから

7 琉球大学周辺の整備された環境が良いと思ったから

8 中城城跡などの歴史的環境が多く残されているから

9 田園が広がっている環境が良いと思ったから

10 昔ながらの集落が良いと思ったから

11 静かで穏やかな生活環境のため

12 緑が多く、自然環境が良いと思ったから

13 海や海岸線が美しいと思ったから

14 住宅購入のため

15 条件に合う家賃の賃貸住宅があったから

16 災害に対する安全性が高いと思ったから

17 治安が良いと思ったから

18 定年退職後（老後）のため

19 その他

下地区 上地区 南上原
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６）「バスなど公共交通網の充実」「道路や上下水道など都市基盤の整備」への要望が多い 

村が力をいれるべきことについて、村全体の回答をみると、「バスなど公共交通網の充実」と

回答した人の割合が 33.6％（455 人）と最も高く、次いで「道路や上下水道など都市基盤の整

備」（29.6％）、「医療・福祉・介護サービスの充実」（25.2％）となっている。 

 
 

  

400

455

185

269

87

159

277

287

340

69

47

77

181

51

112

250

94

64

73

175

43

70

53

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

1 道路や上下水道など都市基盤の整備

2 バスなど公共交通網の充実

3 まちの中心となる拠点の整備や､まちの賑わいの創出

4 雇用を生み出す産業振興の基盤整備

5 農業･水産業や伝統的な地場産業､地域の既存産業の振興

6 村内での就職･就業に対する支援

7 子どもの教育環境の充実

8 子育て支援の充実

9 医療･福祉･介護サービスの充実

10 史跡･文化･伝統芸能などの保存･活用

11 文化活動やスポーツ活動の充実

12 生涯学習活動の充実

13 海や緑など自然環境の保全･活用

14 田園環境の保全(農地の保全)

15 各字の集落の活性化

16 農地等への住宅建設の促進

17 住宅購入に対する助成

18 公営賃貸住宅の整備

19 墓地の対策

20 災害(地すべり､津波等)への対策

21 リサイクルや二酸化炭素の排出抑制など､環境に配慮したまちづくり

22 イベントやメディアを通じた中城村の情報発信･PR

23 その他

村が力をいれるべきこと
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７）村の取組みへの要望は地区で異なる 

村が力をいれるべきことに対する地区別の特徴を見ると、南上原では、「バスなど公共交通網

の充実」（42.5％）の割合が最も高く、次いで「道路や上下水道など都市基盤の整備」（34.6％）

となっている。また、「子どもの教育環境の充実」（30.4％）、「子育て支援の充実」（29.4％）の

割合が他の 2 地区に比べて高くなっている 

上地区では、「道路や上下水道など都市基盤の整備」（41.3％）の割合が最も高く、次いで「バ

スなど公共交通網の充実」（33.2％）となっている。 

下地区では、南上原・上地区に比べて回答が分散しており、そのうち「バスなど公共交通網

の充実」（28.6％）、「農地等への住宅建設の促進」（26.5％）、「医療・福祉・介護サービスの充実」

（26.4％）、「雇用を生み出す産業振興の基盤整備」（24.4％）、「道路や上下水道など都市基盤の

整備」（23.6％）の割合が 20％台となっている。 

上地区・下地区では、「農地等への住宅建設の促進」の割合がそれぞれ 21.9％、26.5％となっ

ていることに対し、南上原では同割合は 4.0％となっており、上地区・下地区特有の課題を示し

ている。 

 

 

 

  

23.6%

28.6%

24.4%

15.9%

18.2%

26.4%

26.5%

41.3%

33.2%

14.8%

14.3%

21.9%

21.9%

34.6%

42.5%

30.4%

29.4%

25.2%

4.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

1 道路や上下水道など都市基盤の整備

2 バスなど公共交通網の充実

3 まちの中心となる拠点の整備や､まちの賑わいの創出

4 雇用を生み出す産業振興の基盤整備

5 農業･水産業や伝統的な地場産業､地域の既存産業の振興

6 村内での就職･就業に対する支援

7 子どもの教育環境の充実

8 子育て支援の充実

9 医療･福祉･介護サービスの充実

10 史跡･文化･伝統芸能などの保存･活用

11 文化活動やスポーツ活動の充実

12 生涯学習活動の充実

13 海や緑など自然環境の保全･活用

14 田園環境の保全(農地の保全)

15 各字の集落の活性化

16 農地等への住宅建設の促進

17 住宅購入に対する助成

18 公営賃貸住宅の整備

19 墓地の対策

20 災害(地すべり､津波等)への対策

21 リサイクルや二酸化炭素の排出抑制など､環境に配慮したまちづくり

22 イベントやメディアを通じた中城村の情報発信･PR

23 その他

下地区 上地区 南上原
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63.3%5.8%

21.2%

5.3%
4.4%

定住の意向

1 はい｡現在の住まいに住み

続けたい

2 はい｡ただし､村内で別の住

まいに住み替えたい

3 できれば住み続けたいが､

村外への転出もあり得る

4 いいえ｡いずれ村外に転出

する

無回答

（４）定住の意向について（問 10～12） 

１）回答者の 7 割が今後も中城村に住み続ける意向を持っている 

今後も中城村に住み続けるかどうかについて、

「現在の住まいに住み続けたい」（63.3％）と「た

だし村内で別の住まいに住み替えたい」（5.8％）

を合わせると、回答者の 7 割が明確な定住の意

向を示している。さらに、「できれば住み続けた

いが村外への転出もありえる」（21.2％）と回答

した人々についても、必要な環境や条件が整え

ば、定住に傾く可能性を有しており、これらの

人々を含めると、9 割が定住の意向を持っている

といえる。 

 

２）上地区・下地区では、7 割が「現在の住まいに住み続けたい」意向を持っている 

地区別に見ると、上地区・下地区では「住み続けたい」が 7 割を超えており、回答者の持ち

家の割合とほぼ一致する。南上原では、「できれば住み続けたいが村外への転出もありえる」と

「いずれ転出する」を合わせた割合が 4 割となっている。 

 
  

70.2%

76.0%

47.7%

5.8%

3.1%

7.5%

15.9%

14.3%

33.9%

4.4%

3.6%

7.7%

3.7%

3.1%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下地区

上地区

南上原

住み続けたい
村内で別の住まいに住み替えたい
できれば住み続けたいが村外への転出もあり得る
いずれ転出する
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３）年齢別では、20 代の半数近くが「できれば住み続けたいが村外への転出もありえる」 

 

 

４）現在「賃貸」に住む回答者の過半数が住み替えや転出の意向を持っている 

 

  

10.0%

54.5%

54.2%

25.0%

71.4%

71.9%

17.4%

37.7%

52.5%

20.0%

18.2%

11.2%

6.3%

17.4%

9.0%

8.9%

50.0%

25.5%

26.2%

50.0%

21.4%

15.6%

43.5%

45.9%

30.7%

20.0%

1.8%

7.5%

25.0%

7.1%

6.3%

17.4%

7.4%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

下地区20代

下地区30代

下地区40代

上地区20代

上地区30代

上地区40代

南上原20代

南上原30代

南上原40代

住み続けたい 村内で別の住まいに住み替えたい

できれば住み続けたいが村外への転出もあり得る いずれ転出する

77.5%

74.6%

42.9%

42.4%

25.1%

2.1%

5.6%

21.4%

12.1%

15.1%

13.4%

15.5%

28.6%

30.3%

45.5%

2.6%

1.4%

7.1%

15.2%

12.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持ち家

親の家

公営賃貸住宅

借家

賃貸マンション・アパート

現在の住まいに住み続けたい 村内で別の住まいに住み替えたい

できれば住み続けたいが､村外への転出もあり得る いずれ村外に転出する

無回答
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9.8%

6.0%

12.0%

3.5%

5.4%

5.7%
20.4%

9.2%

28.0%

希望する転出先

1 那覇市

2 浦添市

3 宜野湾市

4 沖縄市

5 北中城村

6 西原町

7 沖縄県内の他の市町村

8 沖縄県外

9 わからない

５）転出理由は「自分や家族の通勤・通学のため」「買物や公共交通など日常生活が不便だから」 

「できれば住み続けたいが村外への転出もありえる」「いずれ村外に転出する」と回答した人

の転出理由としては、「自分や家族の通勤・通学のため」と「買物や公共交通など日常生活が不

便だから」をそれぞれ 3 割の回答者が挙げている。 

 
 

 

６）転出先は沖縄県内が 6 割を占める 

希望する転出先は、近隣市町村の割合が 4 割

となっており、それ以外の県内の他市町村を含

めると、6 割が県内での転出を考えている。 

近隣市町村のなかでは、「宜野湾市」を希望す

る割合が 12.0％と最も高くなっている。 

 

  

113

54

56

40

58

21

33

107

50

47

46

9

16

19

60

54

0 20 40 60 80 100 120

1 自分や家族の通勤･通学のため

2 結婚･出産など家族関係の変化のため

3 子どもの教育環境のため

4 働く場所をみつけることが難しいから

5 条件に合う住宅(持ち家･分譲ﾏﾝｼｮﾝ)がないから

6 条件に合う賃貸住宅がないから

7 医療･福祉･介護ｻｰﾋﾞｽが充実していないから

8 買い物や公共交通など日常生活が不便だから

9 道路などの都市基盤の整備が不十分だから

10 まちの賑わいなど楽しさが物足りないから

11 災害に対する安全･安心に不安があるから

12 治安に不安があるから

13 地域とのつながりがないから

14 地域とのつきあいが面倒だから

15 いずれ村外の親と同居する､又は村外の実家近くに住む予定だから

16 その他

転出理由
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２．結婚・出産・子育てに関するアンケート結果（独身男女） 

18 歳から 49 歳までの独身男女を対象に実施した「結婚・出産・子育てに関するアンケート

調査」の主な結果は以下の通りである。 

 

（１）調査概要 

配布数：1,500 通 

回収数：243 通（回収率 16.2％） 

調査方法：郵送による配布・回収 

調査期間：平成 27 年 11 月 5 日～15 日 

 

（２）回答者の特徴（問１①～⑨） 

１）居住地区は南上原が 4 割を占める 

回答者の居住地区は、「南上原」の割合が 40.3％を占めている。 

 

２）男女比は 4：6 

回答者の性別は、「男性」が 42.8％、「女性」が 57.2％となっている。 

 

３）年齢層は 20 代が男女ともに４割を占める 

回答者の年齢は、男女ともに「20 代」の割合が 4 割を超え、次いで「30 代」が続いている。 

 
 

 

回収数 割合 回収数 割合
1 伊集 8 3.3% 12 伊舎堂 8 3.3%
2 和宇慶 11 4.5% 13 泊 12 4.9%
3 南浜 3 1.2% 14 久場 18 7.4%
4 北浜 11 4.5% 15 登又 5 2.1%
5 津覇 13 5.3% 16 新垣 3 1.2%
6 奥間 9 3.7% 17 北上原 12 4.9%
7 浜 5 2.1% 18 南上原 98 40.3%
8 安里 7 2.9% 19 サンヒルズタウン 2 0.8%
9 当間 6 2.5% 20 県営中城団地 4 1.6%
10 屋宜 3 1.2% 21 県営第２中城団地 1 0.4%
11 添石 3 1.2% 無回答 1 0.4%

243 100.0%

地区 地区

全体

13.5%

15.8%

42.3%

42.4%

27.9%

25.9%

16.3%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

20未満 20代 30代 40代 無回答
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11.9%

12.3%

6.6%

11.5%

23.9%

33.3%

0.4%

居住期間

1 1年未満

2 1年～3年未満

3 3年～5年未満

4 5年～10年未満

5 10年～20年未満

6 20年以上

無回答

29.2%

6.6%

0.4%

1.2%

11.5%12.3%
1.2%

5.8%

27.6%

4.1%

職業

1会社員

2公務員

3農林水産業

4自営業主・家族従業員

5派遣・嘱託・契約社員

6パート・アルバイト

7家事従事

8無職・定年退職

9学生

10その他

 

４）家族構成は「回答者と親」が半数近くを占める 

家族構成は、「あなた（回答者）と親」の割合

が 46.1％と最も高く、次いで「一人暮らし」が

26.3％となっている。 

 

５）同居の子どもがいる回答者は 1 割未満 

回答者のうち 20 人（8.2％）が「同居の子ど

もがいる」と回答し、子どもの人数をみると、「1

人」「2 人」を合わせた割合が 7 割となっている。 

同居の子どもの就学状況は、「小学生」が 13

人と最も多く、「未就学」「中学生」「高校生」が

それぞれ 4～6 人程度となっている。 

 

 

６）職業は「会社員」が 3 割、次いで「学生」 

回答者の職業は、「会社員」の割合が 29.2％と

最も高く、次いで「学生」が 27.6％となってい

る。 

 

 

 

 

 

７）居住期間は「20 年以上」が３割を超える 

回答者の居住期間は、「20 年以上」の割合が

33.3％と最も高く、次いで、「10～20 年未満」

が 23.9％、「1～3 年」が 17.9％と続いている。 

 

 

 

 

 

８）昨年の年収は「なし」が 3 割 

回答者の昨年の年収は、「なし」の割合が

29.2％と最も高く、次いで「100万円台」が 21.0％

となっている。 

  

0.0%
2.5%

0.4% 0.8% 4.5%

46.1%26.3%

18.1%

1.2%

家族構成
1夫婦のみ

2夫婦と子

3夫婦のみと親

4夫婦と子と親（3世代）

5あなたと子

6あなたと親

7一人暮らし

8その他

無回答

29.2%

13.2%

21.0%

16.0%

12.3%

2.5%

1.6%

0.4% 0.4%

3.3%

年収
1 なし

2 ～99万円

3 100万円台

4 200万円台

5 300万円台

6 400万円台

7 500万円台

8 600万円台

9 700万円台

10 800万円台

11 900万円台

12 1000万円以上

無回答
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62.6%

33.7%

1.2%
2.5%

交際している異性の有無

1交際している異性はいない

2交際している異性がいる

3婚約者がいる

無回答

52.5%41.1%

6.3%

交際の希望

1交際を望んでいる

2特に交際を望んでいない

無回答

7.4%

40.3%

29.2%

5.3%

10.3%

7.4%

子どもの人数の希望

1 １人

2 ２人

3 ３人

4 ４人以上

5 持ちたくない

無回答

（３）結婚・出産・子育てについて（問 2～13） 

１）「交際している異性はいない」が 6 割を占める 

交際している異性の有無は、「いない」が

62.6％となっており、「いる」の 33.7％を上回っ

ている。 

 

 

 

２）「交際している異性はいない」回答者のうち半数が交際を望んでいる 

「交際している異性はいない」と回答した人

のうち、「交際を望んでいる」の割合は 52.5％、

「特に交際を望んでいない」の割合は 41.1％と

なっている。 

 

 

 

 

３）男女とも「いずれ結婚したい」が半数を占める 

結婚に対する考え方は、男女ともに「時期にはとらわれていないが、いずれ結婚したい」の

割合が半数を占めている。「結婚するつもりはない」女性は 12.9％となっており、社人研による

全国値 6.8％よりも割合が高くなっている。 

 
 

４）希望する子どもの数は「2 人」が 4 割、「3 人」が 3 割を占める 

希望する子どもの数は「2 人」の割合が 40.3％

と最も高く、次いで「3 人」が 29.2％となって

いる。同時期に実施した既婚女性への「結婚・

出産・子育てに関するアンケート調査」では、

半数が「3 人」を理想の子どもの数と回答したこ

とに比べて少なくなっている。 

  

9.6%

18.0%

51.9%

51.8%

26.9%

14.4%

7.7%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

できるだけ早く結婚したい いずれ結婚したい

結婚はまだ考えていない 結婚するつもりはない
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５）結婚相手を決めるときに重視する項目は「人柄」 

結婚相手を決めるとき、「相手の人柄」を重視する人が最も多い。次いで「家事・育児に対す

る能力や姿勢」、「自分の仕事に対する理解と協力」も重視または考慮する人が多く、この 3 項

目を重視する傾向は、社人研による全国調査の結果と概ね一致している。 

 

 

 

６）独身でいる理由は「適当な相手にめぐり会わないから」「家庭をもつ経済力がないから」 

 

  

3.7%

17.3%

27.6%

78.2%

16.9%

16.5%

48.1%

53.9%

45.7%

51.9%

42.8%

12.3%

53.5%

46.5%

36.6%

35.4%

43.6%

23.9%

23.0%

2.9%

22.6%

30.0%

7.8%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 相手の学歴

2 相手の職業

3 相手の収入などの経済力

4 相手の人柄

5 相手の容姿

6 共通の趣味の有無

7 自分の仕事に対する理解と協力

8 家事・育児に対する能力や姿勢

結婚相手を決めるときに重視すること

1重視する 2考慮する 3あまり関係ない 無回答

20

17

9

40

25

16

23

12

17

38

2

2

1

28

30

19

53

33

14

23

14

11

33

2

4

2

3

9

0 10 20 30 40 50 60

結婚するには若すぎるから

結婚する必要性をまだ感じないから

結婚に向けた行動をする時間的余裕がないから

適当な相手にまだめぐり会わないから

今は仕事（または学業）に打ち込みたいから

今は趣味や娯楽を楽しみたいから

独身のほうが自由で気楽だから

相手との人間関係を築くことが面倒または難しいから

結婚資金が足りないから

家庭をもつ経済力がないから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない（だろう）から

介護を必要とする親族がいるから

すでに結婚が決まっている

その他

男性 女性
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７）結婚するにあたって気になることは「自分の生活リズムや生活スタイルを保てるか」 

結婚することを考えた時、気になることについては、「自分の生活リズムや生活スタイルを保

てるか」、「余暇や遊びの時間を自由にとれるか」「お金を自由に使えるか」が上位を占めている。 

 

 

８）結婚したいと思うには「夫婦がともに働き続けられる職場環境」が必要 

結婚しやすい、または、結婚したいと思える環境をつくるには、どのような支援が効果的だ

と思うかについては、「夫婦がともに働き続けられる職場環境の充実」、「長時間労働の是正、有

給休暇の消化促進など、自由な時間の確保」など、仕事と結婚の両立に対する支援への回答が

上位を占めている。これら以外に、経済的な支援についても回答が集まっている。 

 

 

  

62

36

50

72

36

56

54

91

27

38

15

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1お金を自由に使えるか

2職業を自由に選べるか

3仕事（または学業）の時間を自由に取れるか

4余暇や遊びの時間を自由に取れるか

5住む場所が制約されないか

6相手の家族と同居するか

7子どもを望んでいるか

8自分の生活リズムや生活スタイルを保てるか

9ファッションや食べ物などの好みが制約されないか

10自由な人生設計ができるか

11その他

結婚するにあたって気になること

45

95

78

87

3

80

41

75

87

13

4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1男女の出会いの場の提供

2夫婦がともに働き続けられる職場環境の充実

3安定した雇用機会の提供

4結婚したほうが有利となるような税制や社会保障

5結婚に関する相談体制

6結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援

7安定した住居・住宅の供給

8女性が働きやすい環境づくり

9長時間労働の是正、有給休暇の消化促進など、自由な時間の確保

10結婚は個人の問題であるため、支援は必要ない

11その他

結婚したいと思える環境づくりに必要な支援
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９）安心して出産・子育てをするためには「産休・育休制度の充実」が重要 

安心して出産・子育てをするために重要だと思うことは、「産前・産後休業制度、育児休業制

度の充実」を挙げる人が最も多く、次いで、出産・子育てへの経済的な支援が上位を占めてい

る。 

 

 

10）ひとり親の心配事は「子どもの養育・教育」「生活費」に関すること 

 
 

 

 

  

116

44

77

43

62

52

68

34

70

33

76

11

4

0 20 40 60 80 100 120 140

1産前・産後休業制度、育児休業制度の充実

2男性の育児休暇取得の推奨

3出産にかかる経済的負担の軽減

4妊娠・出産・子育てに関する相談・サポート体制の充実

5子どもの人数に応じた経済的な支援

6子どもの医療にかかる負担が軽いこと

7子どもの教育にかかる負担が軽いこと

8学校などの教育環境の充実

9保育所などの一時預け施設の充実

10子どもを安全に遊ばせる環境（公園・広場など）があること

11子育てと仕事が両立できること

12子育てと自分の趣味や楽しみが両立できること

13その他

出産・子育てをするために重要だと思うこと

14

16

3

6

5

7

4

0

0

2

3

0

2

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

1生活費

2子どもの養育・教育

3家事

4あなたの就職や仕事

5住居

6病気や医療

7相談相手がいないこと

8勤務先や近所との付き合い

9家族や親戚との付き合い

10異性との付き合い・再婚のこと

11ひとり親家庭に対する偏見

12特にない

13その他

子育ての中での心配事や悩み（子ども有の人のみ）
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３．結婚・出産・子育てに関するアンケート結果（既婚女性） 

18 歳から 49 歳までの既婚女性を対象に実施した「結婚・出産・子育てに関するアンケート

調査」の主な結果は以下の通りである。 

 

（１）調査概要 

配布数：1,500 通 

回収数：602 通（回収率 40.1％） 

調査方法：郵送による配布・回収 

調査期間：平成 27 年 11 月 5 日～15 日 

 

（２）回答者の特徴（問１①～⑨） 

１）居住地区は南上原が半数を占める 

回答者の居住地区は、「南上原」の割合が 53.2％と半数を占めている。 

 

 

２）年齢層は 30 代・40 代が中心 

回答者の年齢は、「30 代」の割合が 44.5％と

最も高く、次いで「40 代」が 43.4％、「20 代」

が 11.0％となっている。 

 

 

 

  

回収数 割合 回収数 割合
1 伊集 21 3.5% 12 伊舎堂 19 3.2%
2 和宇慶 13 2.2% 13 泊 8 1.3%
3 南浜 0 0.0% 14 久場 40 6.6%
4 北浜 5 0.8% 15 登又 25 4.2%
5 津覇 23 3.8% 16 新垣 10 1.7%
6 奥間 25 4.2% 17 北上原 20 3.3%
7 浜 8 1.3% 18 南上原 320 53.2%
8 安里 3 0.5% 19 サンヒルズタウン 7 1.2%
9 当間 24 4.0% 20 県営中城団地 6 1.0%
10 屋宜 14 2.3% 21 県営第２中城団地 4 0.7%
11 添石 4 0.7% 無回答 3 0.5%

602 100.0%全体

地区 地区

11.0%

44.5%

43.4%

0.2%
1.0%

年齢

20歳未満

20代

30代

40代

50代以上

無回答
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23.6%

10.0%

0.2%

2.8%

9.3%
26.4%

21.8%

2.2%

0.3%
2.8%

0.7%
職業

1会社員
2公務員
3農林水産業
4自営業主・家族従業員
5派遣・嘱託・契約社員
6パート・アルバイト
7家事従事
8無職・定年退職
9学生
10その他

３）家族構成は「夫婦と子」が 7 割を占める 

家族構成は、「夫婦と子」の割合が 71.8％と最

も高く、次いで「夫婦のみ」が 14.3％、「夫婦と

子と親（3 世代）」が 11.5％となっている。 

 

４）同居の子どもがいる回答者は 8 割 

同居の子どもがいる回答者は 8 割を占め、子

どもの人数をみると、「2 人」が 28.9％と最も高

く、次いで「1 人」が 26.6％、「3 人」が 19.4％

となっている。 

同居の子どもの就学状況は、「未就学」が 307

人と最も多く、次いで「小学生」が 249 人とな

っている。 

 

 

５）職業は「パート・アルバイト」「会社員」「家事従事」 

回答者の職業は、「パート・アルバイト」の割

合が 26.4％と最も高く、次いで「会社員」が

23.6％、「家事従事」が 21.8％となっている。 

 

 

 

 

 

６）居住期間は「5～10 年未満」を中心にほぼ分散 

回答者の居住期間は、「5～10 年未満」の割合

が 23.1％と最も高く、次いで、「10～20 年未満」

が 18.8％、「1～3 年」が 17.9％と続いている。 

 

  

307

249

103

67

34

24

0 50 100 150 200 250 300 350

1小学校入学前

2小学生

3中学生

4高校生

5大学生・専門学校生

6学校は卒業している

就学状況

14.3%

71.8%

1.7%
11.5%

0.2%
0.0%
0.2%

0.2%
0.3%

家族構成

1夫婦のみ

2夫婦と子

3夫婦のみと親

4夫婦と子と親（3世代）

5あなたと子

6あなたと親

7一人暮らし

8その他

無回答

26.6%

28.9%

19.4%

5.8%

1.3%

1.8% 16.1%

同居子どもの人数

１人

２人

３人

４人

５人以上

無回答

同居の子どもはいない

10.8%

17.9%

15.9%

23.1%

18.8%

13.0%

0.5%

居住期間

1 1年未満

2 1年～3年未満

3 3年～5年未満

4 5年～10年未満

5 10年～20年未満

6 20年以上

無回答
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3.0%

13.8%

60.6%

10.5%

8.1%

2.0%
2.0%

婚姻期間

1年未満

1年以上3年未満

3年以上6年未満

6年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上

無回答

（３）結婚・出産・子育てについて（問 14～24） 

１）婚姻期間は「3 年以上 6 年未満」が 6 割を占める 

回答者の婚姻期間は、「3 年以上 6 年未満」の

割合が 60.6％と最も高く、次いで、「1 年以上 3

年未満」が 13.8％、「6年以上 10年未満」が 10.5％

と続いている。 

 

 

 

 

２）知り合ったきっかけは「職場や仕事」「友人や兄弟姉妹を通じて」が多い 

現在の配偶者（夫）と知り合ったきっかけは「職場や仕事の関係」の割合が 31.9％と最も高

く、次いで、「友人や兄弟姉妹を通じて」が 28.9％となっている。 

 

３）結婚のきっかけは「年齢的に適当だと感じた」「一緒に暮らしたかった」が上位を占める 

夫婦が結婚を決めたきっかけは、「年齢的に適当な時期だと感じたから」、「一緒に暮らしたか

ったから」が上位を占めている。 

 

 

  

15.4%

31.9%

5.3%

0.7%
3.7%

28.9%

1.2% 1.0%

2.7%
4.2%

4.0%
1.2%

知り合ったきっかけ

1 学校で

2 職場や仕事の関係で

3 アルバイトで

4 幼なじみ･隣人関係

5 学校以外のサークル活動やｸクラブ活動､習い事で

6 友人や兄弟姉妹を通じて

7 見合いで

8 結婚相談所､婚活イベントで

9 インターネットで

10 街なかや旅先で

11 その他

無回答

326

247

118

164

20

10

70

13

84

36

5

0 50 100 150 200 250 300 350

1 年齢的に適当な時期だと感じたから

2 一緒に暮らしたかったから

3 子どもがほしかったから

4 子どもができたから

5 自分または相手の仕事の事情

6 結婚資金(挙式や新生活のための費用)が用意できたから

7 収入や住居など結婚生活のための経済的な基盤がととのったから

8 友人や同世代の人たちが結婚したから

9 親を安心させたかったから

10 その他

無回答

結婚のきっかけ
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４）理想の子どもの数は 3 人、実際の子どもの数は 1 人か 2 人 

理想的な子どもの数は、「3 人」の割合が 49.5％と半数近くを占め、次いで、「2 人」が 28.6％

となっている。 

一方、実際に持った、または、これから持つつもりの子どもの数では、「2 人」（38.4％）と「1

人」（14.5％）の割合が、「理想的な子どもの数」に比べて高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想の子どもの数が「2 人」「3 人」と回答した人では、半数程度が理想の数を実現している。

理想の子どもの数が「2 人」と回答した人の 3 割が、また、「3 人」と回答した人の 4 割が、理

想よりも少ない子どもの数となっている。 

 

  

84.6%

29.7%

7.4%

1.8%

59.3%

36.9%

17.4%

7.7%

2.3%

50.3%

36.7%

2.9%

4.4%

44.0%

7.7%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１人

２人

３人

４人以上

１人 ２人 ３人 ４人以上 持つつもりはない 無回答

2.2%

28.6%

49.5%

18.1%

0.7%
1.0%

理想的な子どもの数

1 １人

2 ２人

3 ３人

4 ４人以上

5 子どもはいらない

無回答

14.5%

38.4%
32.4%

11.0%

2.0% 1.8%

実際の子どもの数

1 １人

2 ２人

3 ３人

4 ４人以上

5 持つつもりはない

無回答
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５）理想の子どもの数が実現できない理由は「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が最多 

 

 

 

６）過去に利用した制度は「産前・産後休業」「育児休業」「認可保育所」「その他保育所」が上

位を占める 

 

 

  

126

32

16

38

21

81

5

27

78

22

76

17

10

1

4

1

10

6

25

12

0 20 40 60 80 100 120 140

1 子育てや教育にお金がかかりすぎるから

2 収入が不安定だから

3 出産にかかる経済的負担が大きいから

4 子どもの数に応じた手当等の経済的援助が不十分だから

5 子どもの預け先がないから

6 仕事と子育ての両立が難しいから

7 仕事や趣味を優先したいから

8 妊娠･出産が精神的･肉体的に大変だから

9 年齢的に妊娠･出産が難しいから

10 健康上の理由で妊娠･出産が難しいから

11 ほしいけれどもできないから

12 育児が精神的･肉体的に大変だから

13 少ない子どもに手をかけたいから

14 子どもがのびのび育つ環境ではないから

15 家が狭いから

16 夫婦の生活を大切にしたいから

17 夫の家事･育児への協力が得られないから

18 夫が望まないから

19 その他

無回答

理想の子どもの数が実現できない理由

241

204

15

44

2

188

31

52

16

154

6

33

62

20

77

8

0 50 100 150 200 250 300

1 産前･産後休業制度

2 育児休業制度(妻)

3 育児休業制度(夫)

4 育児時間制度･短時間勤務制度(妻)

5 育児時間制度･短時間勤務制度(夫)

6 保育園(認可保育所)

7 認証･認定保育施設(自治体が認証･認定した施設)

8 認定こども園(保育施設と幼稚園が一体化した施設)

9 企業内保育所

10 その他の保育施設

11 ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ

12 ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ(地域住民による子どもの預かり)

13 保育所･幼稚園等の一時預かり

14 幼稚園の未就園児教室

15 どれも利用しなかった

無回答

利用した制度
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７）子育ての苦労は「経済的負担が大きい」ことが最多 

 

８）結婚に対する効果的な支援については、「夫婦がともに働き続けることができる職場環境の

充実」が上位を占めている 

効果的な支援としては、「夫婦がともに働き続けることができる職場環境の充実」、「女性が働

きやすい環境づくり」など、結婚と仕事の両立に対する支援への回答が上位を占めている。

 
９）子育てをするうえで重要なことは、「子どもの教育にかかる負担軽減」「子育てと仕事の両立」

「産休・育休の充実」 

 

145

223

125

14

54

10

194

18

80

40

46

154

23

60

15

9

0 50 100 150 200 250

1 体力的負担が大きい

2 経済的負担が大きい

3 精神的負担が大きい

4 家のつくりが不便である

5 手伝ってくれる人がいない

6 悩み事を相談できる人がいない

7 自分のことをする時間がない

8 他の家族の世話が十分にできない

9 公的な支援制度が十分でない

10 会社企業の支援制度が十分でない

11 どのような支援制度があるのかわからない

12 仕事との両立が困難である

13 病院や保育所などの施設が近くにない

14 特に不安や苦労はない

15 その他

無回答

子育ての苦労

68

301

215

232

4

145

78

274

218

37

8

0 50 100 150 200 250 300 350

1 男女の出会いの場の提供

2 夫婦がともに働き続けられる職場環境の充実

3 安定した雇用機会の提供

4 結婚したほうが有利となるような税制や社会保障

5 結婚に関する相談体制

6 結婚や住宅に対する資金貸与や補助支援

7 安定した住居･住宅の供給

8 女性が働きやすい環境づくり

9 長時間労働の是正､有給休暇の消化促進など､自由な時間の確保

10 結婚は個人の問題であるため､支援は必要ない

11 その他

効果的な支援

232

70

151

72

223

194

242

98

146

72

239

41

19

4

0 50 100 150 200 250 300

1 産前･産後休業制度､育児休業制度の充実

2 男性の育児休暇取得の推奨

3 出産にかかる経済的負担の軽減

4 妊娠･出産･子育てに関する相談･ｻﾎﾟｰﾄ体制の充実

5 子どもの人数に応じた経済的な支援

6 子どもの医療にかかる負担が軽いこと

7 子どもの教育にかかる負担が軽いこと

8 学校などの教育環境の充実

9 保育所などの一時預け施設の充実

10 子どもを安全に遊ばせる環境(公園･広場など)があること

11 子育てと仕事が両立できること

12 子育てと自分の趣味や楽しみが両立できること

13 その他

無回答

子育てするうえで重要なこと


